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＜連絡事項＞
・8/14、15のモーニングミーティングはありません。

・昇格試験の対象者は、受験するようにして下さい。受験日の予約入力とＳＧＭへ報告して下さい。未取得分野は、各自に伝えています。

＜患者様連絡事項＞
・伊藤　義彦様～ご家族より8/13　10:00～8/15　17:00の外泊希望あり。主治医不在である為、窪田Drへ報告し、許可となっています。
　　　　　　　　
　　　　　　　　11:50弟（誠様）、予定時間より遅れて来院。今後について話し合いの時間を頂きたい事伝えるが、本日は予定があり、すぐ行かなければならないと話す。「この前、話し合いしたけど…」とも話すが、本人の希望が変わっている事、退院先につて最終決定をし、お盆明けには退院支援を進めたい事説明。15日の帰院時間を17:00から16:00へ変更し、話し合いに応じるとの事。外泊中に「下の弟にも話してもらう」と話しています。
　　　　　　　　必ず、病棟に上がってきてもらう事を、念を押しお願いしています。外泊に行かれています。

・若沢　広志様～8/14　10:00～8/15　16:00の外泊希望あり。御家族へは連絡し、確認済
　　　　　　　　み。主治医不在の為、深澤Drへ報告し、許可となっています。


＜週間予定＞
8月14日（火）　精神科救急日
8月15日（水）　シーツ交換（枕カバー、シーツ）
8月16日（木）　木村　美智子様　アップルハートスタッフ　面会
　　　　　　　　山口　富造様　アクティブ24　スタッフ　面会
※退院支援委員会の週です。

＜注目患者様＞
・瀧澤　杏奈様～昨日準夜帯、「コップにいたずらされたんで、預かってもらってもいいですか？」「煙草の灰を飲んだかもしれないので火照って…」と妄想的な訴え聞かれ、コップやジュース類を預けています。検温希望ありますが発熱なく、その後自室へ戻っています。ホールにて書き物をしており、声掛けにて入眠しています。本日は、食事は吐き気を理由に1/5～1/3と残食見られています。又、レストラン移動の際に介助が必要な方達と一緒にエレベーターで移動し、早々と配膳しようとし介入に「倒れるかもしれない」とスタッフを脅す様な発言も聞かれています。介助が必要な方達と一緒に行くのではなく、後からのグループで移動してもらう様にして行きましょう。服薬の拒否はありませんが、じーっと錠剤をみて、匂いを嗅いだりしています。プログラムへは、「今日はお盆だから休みます」と不参加しています。昨日、スタッフに預けていた飲み物やコップは持っていくと自室行かれています。妄想発言は聞かれていますので、精神症状の観察をしていきましょう。

＜窪田Dr診察＞
処方薬の変更や、指示の追加等はありません。

小笠原　文人様～診察で主治医に夜間の迷惑行為等について聞かれると、「夢の中でうんこがついたから」と話されています。下剤を飲んでいるのでそういった感覚があるとの事です。そのような場合はきちんと除剤の相談をスタッフにする様主治医から説明を受けています。落着かなさも見られており、8/12の買い物予定は主治医の説明により無しとなり、そのことについて本人は受け入れは、出来ています。

[bookmark: _GoBack]・金澤　洋子様～診察では、「きゃっ」という音に関心があり、それを聞くとうれしくなる様子。独特の思考を持っているようです。ここ最近は、「きゃ、きゃ、きゃ…」と発し何か問うと「きゃって好き…好き…」とまとまりない発言聞かれています。「幸せ…、あぁ、幸せね…。せんせ、…せんせ」独語している事も見られています。本日は、日課やプログラム、作業へは取り組まれています。昼食時、メモ紙と鉛筆を持参しており、途中から書き物に集中してしまい時間を要しています。声掛けにて書き物をやめることは出来ています。訴えを傾聴しながら精神症状の観察をしていきましょう。

※窪田Dr担当の患者様の退院については、本人と御家族の同意があれば退院支援を進めて
良いとの事。転院の方向は、視野に入れない方針。それならば入院継続。

＜窪田Dr退院支援委員会＞
・井上　和美様～退院拒否は変わりありません。今後、施設見学や　家族介入（退院に向けた病状や現状における状態説明を行い、退院に向けた動機付けをしながら、進めていけるよう介入していきましょう。

・金沢　洋子様～母様はまだ状態が良くないとの事。妹様の協力は得られない状況は変わりないので、今後の方向として、要介護1であり妹様と連絡を取りながら入所できる施設を探していきましょう。

・高橋　康満様～高齢者マンションは、生保の関係で難しく、身近に身寄りのないケース
としても、サービス付きグループホームが望ましいです。本人退院については消極的で、甥様は、法人内からの本人様の退院は望んでいません。甥様には、退院に向けた病状や現状における説明を促し、サポートが得られるように介入していきましょう。

・十日市　利喜様～本人が退院について消極的である他、身元引受人がいない事から施設
　　　　　　　　　入所は困難な状態です。定期的な外出促進は継続し（現在は病院周辺の単独外出で問題はない。）退院について消極的な発言が聞かれる為、本人の意識付けをしながら社会資源活用し、自立した生活が送れる能力を身につけていきましょう。

・小笠原　文人様～前回平成26.11.25退院後、青山荘を再利用しているが、平成26.12.20よりスタッフへの苛立ち、不信感を表出したり、依存的な発言をするようになり、軽装で雪の中を無断で外出したり、窓ガラスを破損したり幻聴に左右されるようになっています。気分高揚、粗暴性、多弁、不眠、躁状態になり当院入院となり、以後、青山荘は利用していません。保護者となっている兄は岩手県軽米に在住中。協力的です。今後について、兄様へ確認しながら青山荘利用や他施設等相談検討していきましょう。

・小泉　喜作様～娘様から『ケアハウス　グリーンハイツ』に申し込みしていますが、現在も空きがないとの事です。ある程度自由な環境で過ごせる施設の選定が必要です。本人は落ち着いて生活しています。

・中野渡　鉄男様～御家族様は非協力的であり、施設の入所方向で身寄りのないケースとして、市役所へ行き保証人がいないが施設入所したい旨を伝え、ＰＳＷと相談しにいく事も視野に入れ、成年後見人申請、施設見学等検討しながら、入所できる施設を検討していきましょう。　　

・大上　なみ様～今後見通しがない為、介護保険認定調査も検討し、御家族の意向を確認し、入所先を探していきましょう。
